
　
本
予
算
案
は
、
近
藤
区
政
初
の
年

間
総
合
予
算
で
あ
り
「『
こ
ど
も
・

環
境
・
治
安
』
３
つ
の
鍵
で
拓
こ
う
！

足
立
の
未
来
」
と
銘
打
っ
た
、
メ
リ

ハ
リ
の
利
い
た
予
算
と
な
っ
た
。 

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
２
千

174
億
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
29
億

円
の
減
額
と
な
っ
た
。 

　
こ
ど
も
施
策
で
は
、「
あ
だ
ち
キ
ッ

ズ
ぱ
れ
っ
と
」
や
、「
お
い
し
い
給

食
日
本
一
」
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
一
方
、
今
後
は
、
庁
内
の
よ
り
横

断
的
な
事
業
展
開
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

　
環
境
対
策
で
は
、
区
民
一
丸
と
な
っ

て
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ

な
い
。「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」

で
は
、
足
立
区
か
ら
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
を
世
界
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う

な
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。 

　
治
安
対
策
で
は
、
ワ
ン
チ
ャ
リ
・

ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
の
展
開
で
、
都
内

刑
法
犯
認
知
件
数
ワ
ー
ス
ト
１
か
ら

の
脱
却
を
目
指
す
一
方
、
歩
き
タ
バ

コ
と
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
等
、
迷

惑
喫
煙
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
す

る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の

相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
重
点
項
目
と
な
っ

た
三
つ
の
分
野
は
、
区
民
生
活
に
直

結
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
大
変
評

価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

　
今
国
会
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫

定
税
率
の
維
持
か
撤
廃
か
が
大
き
な

議
論
を
呼
ん
で
い
る
が
、
竹
ノ
塚
駅

付
近
鉄
道
立
体
化
の
実
現
に
は
、
道

路
特
定
財
源
の
維
持
が
欠
か
せ
な
い
。 

　
ま
た
、
都
区
財
政
調
整
交
付
金
に

多
く
の
財
源
を
依
存
す
る
当
区
の
行

財
政
運
営
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
税

制
改
正
の
動
向
を
引
き
続
き
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
歳
出
面
で
は
、
生
活
保
護
費
等
の

扶
助
費
の
増
大
や
、
膨
大
な
公
共
施

設
更
新
経
費
が
予
測
さ
れ
、
今
後
、

区
民
と
の
協
働
の
視
点
か
ら
、
各
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
基
金
積
立
で
は
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
区
債
残
高
と
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
最
大
限

の
努
力
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

　
最
後
に
、
我
が
党
の
委
員
が
指
摘

し
た
事
項
等
は
、
本

予
算
の
執
行
に
当
た
っ

て
確
実
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望

し
討
論
と
す
る
。 

　
平
成
20
年
度
予
算
は
、
近
藤
区
長

が
初
め
て
編
成
し
た
予
算
で
あ
り
、

こ
ど
も
施
策
、
環
境
施
策
、
治
安
回

復
施
策
に
集
中
的
に
行
財
政
資
源
を

配
分
し
て
い
る
。 

　
こ
ど
も
施
策
で
は
、「
あ
だ
ち
キ
ッ

ズ
ぱ
れ
っ
と
」、「
放
課
後
学
び
の
場
」

の
整
備
を
進
め
、
平
成
22
年
度
ま
で

に
、
区
内
小
・
中
学
校
全
校
で
実
施

予
定
で
あ
る
。 

　
環
境
施
策
で
は
、「（
仮
称
）
環
境

サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」
や
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
拡
充

等
に
よ
り
、
平
成
24
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
10
％
削
減
、
ゴ

ミ
は
８
％
減
量
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
治
安
回
復
施
策
で
は
、「
ワ
ン
チ
ャ

リ
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
」
に
よ
る
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
理
論
の

実
践
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

美
し
い
街
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
我
が
党
が
要

望
し
て
き
た
事
業
で
あ
り
、
大
い
に

評
価
す
る
。 

　
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
よ
り

29
億
円
の
減
で
あ
る
が
、
収
入
で
は
、

特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
が
初
め
て

１
千
億
円
を
突
破
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
交
付
金
依
存
度
が

高
い
当
区
は
、
多
分
野
で
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
や
、
区
民
と
の
協
働
等

に
よ
る
改
革
を
進
め
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
そ
れ
に
は
、
政
策
形
成
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
区
の
体

制
や
横
断
的
組
織
を
早
急
に
構
築
し

て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。 

　
し
か
し
、
区
民
に
と
っ

て
よ
り
重
要
な
の
は
、

所
得
の
向
上
等
に
よ

る
生
活
の
向
上
で
あ
る
。

　
区
内
産
業
も
時
代

に
即
し
た
振
興
策
が
必
要
で
あ
り
、

若
者
や
女
性
、
中
高
年
の
就
労
支
援

等
に
よ
る
世
帯
の
所
得
向
上
策
も
必

要
で
あ
る
。 

　
そ
の
上
で
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
充
実
と
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
介
護
保
険
等
の
体
制
作
り

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
の
能
力
を
伸
ば
す

に
は
、
教
育
が
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
社

会
で
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
育
て

ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
我
が
党
の
様
々
な
提
案

に
も
真
摯
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
要
望
す
る
。 

　
近
藤
区
長
の
初
の
予
算
編
成
で
あ

る
本
予
算
案
は
、
一
部
に
区
民
要
望

に
応
え
る
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
区

財
政
確
保
が
最
優
先
さ
れ
、
基
金
積

立
残
高
は
過
去
最
高
の
852
億
円
に
到

達
し
た
。
一
括
償
還
額
を
は
る
か
に

超
え
る
減
債
基
金
を
積
む
等
、
そ
の

た
め
込
み
方
は
異
常
で
あ
る
。 

　
一
方
、
重
度
障
害
者
の
巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス
等
、
わ
ず
か
140
万
円
で
で

き
る
施
策
も
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
理
由

に
有
料
に
し
、
住
民
税
の
負
担
軽
減

に
背
を
向
け
る
等
、
区
民
生
活
を
支

え
る
視
点
が
弱
い
予
算
と
言
え
る
。 

　
ま
た
、
原
油
・
原
材
料
高
騰
の
影

響
へ
の
対
策
は
、
低
所
得
者
等
へ
の

対
応
も
、
事
業
者
へ

の
融
資
改
善
も
行
わ

な
い
冷
た
い
姿
勢
で

あ
る
。 

　
区
長
は
、「
こ
ど
も
」

「
環
境
」「
治
安
」
を
新
年
度
予
算
の

３
つ
の
柱
と
し
て
打
ち
出
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
ど
も
分
野
で
は
、
保

育
料
の
値
上
げ
を
行
い
、
既
に
12
区

で
実
施
さ
れ
600
万
円
で
実
現
可
能
な

こ
ど
も
医
療
費
の
入
院
給
食
費
助
成

は
、
検
討
も
し
て
い
な
い
。 

　
環
境
で
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
せ
ず
に
、
４
月
か

ら
全
域
で
燃
や
す
こ
と
を
強
行
す
る
。 

　
我
が
党
は
、
予
算
修
正
案
を
提
出

し
た
。
基
金
の
わ
ず
か
1.6
％
を
活
用

し
、
ム
ダ
を
省
け
ば
38
の
新
規
・
拡

充
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
生
活

支
援
を
充
実
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

　
な
お
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
を
廃
止
し
て
も
、
道
路
整
備
に
税

金
が
使
え
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
大

切
な
の
は
、
開
か
ず
の
踏
切
対
策
等

住
民
の
命
と
安
全
に
関
わ
る
緊
急
対

策
を
優
先
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
我
が
党
は
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道

立
体
化
事
業
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
、
超
党
派
で
力
を
尽
く
す
決

意
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
国
保
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
と
も
、
低
所
得

者
ほ
ど
保
険
料
の
負
担
増
の
割
合
が

高
く
、
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
保
険
料

負
担
に
な
る
。 

　
後
期
高
齢
者
を
現
役
世
代
か
ら
切

り
離
し
、
新
た
な
負
担
増
を
強
い
、

給
付
内
容
も
高
齢
者
を
差
別
す
る
制

度
改
悪
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

　
区
長
は
、
自
治
体
の
長
と
し
て
、

格
差
を
縮
小
し
、
区
民
の
負
担
を
軽

減
す
る
立
場
に
立
つ
よ
う
求
め
る
。 

　
現
在
、
ア
メ
リ
カ

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
に
端
を
発
し

た
世
界
的
な
経
済
の

混
乱
が
続
い
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ
た
予
算

案
は
、「
こ
ど
も
施
策
」「
環
境
施
策
」

「
治
安
回
復
施
策
」
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。 

　
そ
の
中
で
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
、
日
本
一
の
お
い
し
い

給
食
、
公
共
施
設
の
地
球
温
暖
化
対

策
事
業
、
ワ
ン
チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ

ク
作
戦
等
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
ち
、
将

来
の
た
め
に
豊
か
な
環
境
を
残
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
街
に
す

る
と
い
う
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

わ
る
予
算
と
評
価
で
き
る
。 

　
た
だ
し
、
４
月
か
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
を
し
な
い
の
は
大
変
残
念

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
全
て
焼

却
で
は
な
く
、
新
た
な
分
別
品
目
を

少
し
ず
つ
作
っ
て
い
く
と
い
う
答
弁

に
期
待
す
る
。 

　
ま
た
、「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」

に
お
い
て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
回
収
も
行
っ
て
い
る
等
、
足
立
区

よ
り
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
自
治
体
と
肩
を
並
べ
て
「
環
境

先
進
区
」
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
内

外
の
批
判
を
生
む
可
能
性
も
あ
る
が
、

環
境
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
に
、
他
の
自
治

体
や
海
外
に
も
胸
を
張
れ
る
よ
う
な

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
望
む
。 

　
最
後
に
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　「
犯
罪
ゼ
ロ
週
間
」
等
、
区
民
の

防
犯
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。
国

際
化
を
見
据
え
た
多
文
化
共
生
条
例

の
制
定
を
す
る
こ
と
。「
い
じ
め
へ

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
、
待

機
児
童
の
解
消
、
フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー

ト
で
あ
る
若
者
へ
の
自
立
支
援
等
、

こ
ど
も
若
者
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

都
民
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
自
然
保
護
を

図
る
こ
と
。
交
通
網
が
十
分
で
な
い

地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
開

通
を
進
め
る
こ
と
。
公
共
施
設
や
区

の
印
刷
物
等
の
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
る
こ
と
。
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
を
さ
ら
に
進
め

る
こ
と
。
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ

等
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。
区
独

自
の
不
妊
治
療
の
助
成
を
行
う
こ
と
。 

　
以
上
、
委
員
会
で
の
議
論
の
内
容

を
十
分
に
念
頭
に
置
い
て
、
執
行
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。 


